
会　議　録 令和７年３月３日作成 令和10年３月末日廃棄

会議名 　京都府福知山警察署協議会（令和６年度第４回）　                 

開催日 　令和７年２月27日（木曜日）

時　間 　午後４時から午後５時40分までの間（ 100分）

場　所 　京都府福知山警察署　講堂

 　足立（幸）会長、中司副会長、北村副会長、廉屋委員、足立（久）委員、　　　　

 　片山委員、福井委員、佐々木委員、福中委員 

  （欠席　堀委員、佐竹委員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計９人
出席者

 

　署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長、 

　交通課長、警備課長、広聴相談係長    　　　　　　 　　　　 　　　計10人

諮  問 　
令和６年中の犯罪発生状況・交通事故発生状況を踏まえた対策について

 

事  項

 １　会長挨拶　　　 　　　                              　　　司会　副署長 

 ２　署長挨拶・地域課長紹介 

 ３  協議                                               　　　司会　会長 

  （1）諮問事項説明 

 令和６年中の犯罪発生状況を踏まえた対策について～生活安全課長 

 【委員】福知山市の被害状況については説明で分かったが、犯人が捕まっているの

  かお聞きしたい。

 【警察】令和６年の福知山警察署の検挙件数は 165件、検挙人員は 127件となって

会　議 いる。件数と人員の数値が違うのは、一人が複数の犯罪をしている場合があ

内　容 るためである。検挙率については50.6パーセントとなっている。 

 【委員】特殊詐欺の現状についての説明の際に、国際電話の休止についての説明を

  されていたが、警察ではどのような対応をしてもらえるのかお聞きしたい。

 【警察】配布資料のうち、国際電話利用契約の利用休止申込書を警察に提出してい

  ただければ、複雑な手続は警察でさせてもらう。

  【委員】高齢になると色々な手続について説明を受けても理解が難しい。

 　警察で対応してもらえるのであれば、周囲の人にも警察に相談するように

  案内ができる。

  【委員】この申込書はどの警察施設でも受け取れるのか。

  　個人単位ではなく、自治会や団体として申込みはできるのか。　　　　



 【警察】申込書は、警察署、交番、駐在所で受け取れるが、個人の契約であるため、

 個人で申込みをしてもらう必要がある。 

  【委員】２点お聞きしたい。

   １点目は、刑法犯や特殊詐欺の認知件数について、京都府内では増加傾向

 である中、福知山市では令和５年に増加してはいるが、令和６年には減少し

  ていた。これについて、福知山署でどのような対策を取ったのか。

  　２点目は、刑法犯や特殊詐欺について、都心部と郊外地のどちらが多いの

  か教えてもらいたい。

 【警察】先ほど説明をさせてもらった高校生に対する無施錠自転車への防犯対策を

  行ったことにより、自転車盗被害対策に効果があったと考えている。

  　令和６年は犯罪の予防と検挙の両方に取り組んだ。

 　２点目の質問については、福知山市中心部の方が、郊外地よりも刑法犯認

  知件数は高くなっている。

  【委員】京都市内ではどうか。

  【警察】罪種によって異なる。粗暴犯などは中心部が多くなっている。

  【委員】特殊詐欺被害者は高齢女性が多いとの説明だったが、どのような家族構成

  の高齢女性が被害に遭っているという統計はあるか。

  【警察】家族構成別の統計は取っていない。

 　独居で被害に遭っている高齢者もいれば、家族と一緒暮らしていて被害に

会　議 遭っている高齢者もいる。 

内　容 【委員】特殊詐欺の犯人はターゲットを無作為に選んでいるのか、それともターゲ

  ットの情報をもとに狙ってくるのか。

 【警察】犯人によって異なる。名簿を基に連絡を取ってくる場合もあれば、家族構

  成を把握して連絡を取ってくる場合もある。

  （2）諮問事項説明 

 令和６年中の交通事故発生状況を踏まえた対策について～交通課長 

 【委員】京都市内では電動キックボードに乗っている人をよく見掛ける。 

 今後、規制するような動きはあるのか。 

 【警察】京都府警察ではモビリティ対策室を立ち上げており、特定小型原動機付自

 転車の取締り活動を行ったり、教材を使って啓発活動を行っている。 

 【委員】私の子供が合図横断をよくするようになった。 

 　警察が保育園や小学校での交通安全教室に取り組んでもらっているおかげ

 だと感じている。 

 　令和６年中は横断中の人と車両の事故が７件と説明があったが、この中に 

 通学中の子供の事故はあるか。 

 【警察】令和６年中に横断中に事故に遭っているのは全て大人である。 

 【委員】人対車両の事故について、歩行者に過失があった事故はあったのか教えて

 もらいたい。人と車両ではどちらが気を付けるべきなのか。 

 【警察】車両の運転手の注意義務が重い。 

 　歩行者が横断禁止場所を横断していた場合には、歩行者が過失を問われる



  可能性もある。当署管内では歩行者に過失のある事故はなかった。

  【委員】交通事故の件数については、どのように統計を取っているか。

  【警察】診断書が出された事故については人身事故として計上をしている。

 　交通事故により物（自動車など）が損壊した事故や、病院で診察を受けて

  も診断書が出なければ統計上は物件事故として計上している。

  【委員】特定小型原動機付自転車について、飲酒運転をすれば、他の車両と同じよ

会　議 うに違反になるのか。 

内　容 【警察】他の車両と同じように違反となる。 

【委員】16歳未満が運転をすれば赤切符を切られるとの説明だったが、罰則につい

 て教えてもらいたい。

 【警察】６月以下の懲役又は10万円以下の罰金となる。

４　事務連絡 

　　令和７年度第１回の京都府福知山警察署協議会については、令和７年６月実施 

　予定である。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４回京都府福知山警察署協議会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


